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取石中学校夏季研修② ～つながりを育てる～             

さて今週号も先週号に引き続き、先日(８月２６日)に実施いたし 

ました取中夏季研(講師：ＳＣ辻󠄀麗子先生)より、今回は『しかる』 

と『ほめる』を心理学的観点から『ほめる』について紹介します。 

＜実験 算数のテストを５回実施の結果＞ 

テストのたびに褒められ続けた ➡ ２日めは ５％向上、最終７１％向上した 

発達心理学者 エリザベス.Ｂ.ハーロック 

☆数字でみると一目瞭然ですね。では、具体的にどう『ほめる』？ 

＜『ほめる(褒める)』について＞ 

～実験～｢ほめる言葉を変え、課題を選ばせる！｣    [課題] 

才能をほめる：｢本当に頭がいいんだね！｣          Ａ 難易度高、やりがい有   

努力をほめる：「努力した甲斐があったね！」    Ｂ 簡単、学び少ない 

何 も な し ：「・・・  。」（ノーコメント） 

 

才能：簡単な問題を選び、失敗を恐れる。隠す。 

努力：難易度の高い問題を選び、主体性が増す。 

無し：簡単な問題を選び、手を抜くようになる。 

 

 

 

 

 

 

①事実を口に出して伝える ②プロセスを褒める ③具体的にその場で褒める 

④Ｉ(アイ)メッセージで伝える  

（例）Ｉ：(私は)来なくて心配したよ Ｙ：(あなた)何で来ないの！ 

⑤質問や驚きや敬意を伝える（例）｢この難しい課題、どうやって達成したの？｣ 

⑥相手と一緒に喜ぶ など 

褒め方！ 


